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■

全
国
か
ら
八
百
五
十
人
が
参
集

六
月
一
日
、
東
京
・
港
区
の
ホ
テ
ル
オ
ー

ク
ラ
東
京
に
お
い
て
、
離
任
が
予
想
さ
れ
た

台
北
駐
日
経
済
文
化
代
表
処
の
許
世
楷
代
表

と
盧
千
恵
夫
人
を
送
る
「
許
世
楷
代
表
ご
夫

妻
送
別
会
」
が
日
華
議
員
懇
談
会
、
日
本
中

華
聯
合
総
会
、
在
日
台
湾
同
郷
会
、
本
会
な

ど
六
十
五
団
体
の
共
催
で
開
か
れ
、
全
国
か

ら
約
八
百
五
十
人
が
駆
け
つ
け
た
。

南
丘
喜
八
郎
氏
の
司
会
に
よ
り
、
ま
ず
許

代
表
と
学
生
時
代
か
ら
お
付
き
合
い
の
何
康

夫
・
在
日
台
湾
同
郷
会
会
長
が
開
会
の
辞
を

述
べ
、
続
い
て
安
倍
晋
三
（
前
首
相
）、
櫻

井
よ
し
こ
（
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
）、
金
美
齢

（
評
論
家
）、
詹せ
ん

徳と
く

薫く
ん

（
日
本
中
華
聯
合
総
会

会
長
）、
ジ
ュ
デ
ィ
・
オ
ン
グ
（
女
優
・
歌

手
）、
阿
川
佐
和
子
（
文
筆
家
）、
中
川
昭
一

（
衆
議
院
議
員
）
の
順
に
挨
拶
し
、
そ
れ
ぞ

れ
許
代
表
お
よ
び
盧
夫
人
へ
の
思
い
や
エ
ピ

ソ
ー
ド
を
ユ
ー
モ
ア
を
交
え
て
語
っ
た
。

安
倍
前
首
相
は
自
民
党
幹
事
長
や
官
房
長

官
時
代
に
、
日
本
側
の
協
議
レ
ベ
ル
を
引
き

上
げ
、
陳
水
扁
総
統
と
も
連
絡
を
と
り
あ
っ

て
い
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
上
で
、「
台

湾
は
日
本
の
安
全
保
障
に
と
っ
て
重
要
な
地

域
で
あ
り
、
そ
こ
の
リ
ー
ダ
ー
と
話
が
で
き

な
い
の
は
お
か
し
い
」
と
強
調
し
、
さ
ら
な

る
日
台
関
係
の
強
化
に
期
待
を
示
し
た
。

日
台
を
「
国
際
政
治
の
中
で
運
命
を
共
有

す
る
二
つ
の
国
」
と
強
調
す
る
櫻
井
氏
は
、

「
許
世
楷
大
使
や
千
恵
夫
人
の
よ
う
な
台
湾

人
が
健
在
で
あ
る
限
り
、
日
本
と
台
湾
の
絆

は
よ
り
深
く
、
よ
り
密
接
に
保
た
れ
て
い
く

こ
と
と
信
じ
て
い
る
」
と
語
っ
た
。

金
美
齢
氏
は
「
許
世
楷
夫
婦
と
は
長
い
長

い
付
き
合
い
。
本
当
に
心
の
つ
な
が
っ
て
い

る
同
志
。
陳
水
扁
政
権
が
行
っ
た
も
っ
と
も

い
い
こ
と
は
、
許
世
楷
氏
を
駐
日
代
表
に
し

た
人
事
だ
っ
た
」
と
語
っ
た
。

ジ
ュ
デ
ィ
・
オ
ン
グ
氏
は
「
私
は
台
湾
人

で
す
。
台
湾
は
生
み
の
親
。
日
本
は
育
て
の

親
。
こ
の
二
つ
の
国
は
仲
良
く
あ
っ
て
ほ
し

い
。
許
代
表
が
日
本
を
去
っ
た
後
で
も
、
そ

の
心
を
継
い
で
い
き
た
い
」
と
述
べ
た
。

中
川
氏
は
、
愛
知
万
博
の
担
当
大
臣
と
し

て
、
台
湾
パ
ビ
リ
オ
ン
実
現
の
た
め
に
奔
走

し
た
こ
と
を
振
り
返
り
つ
つ
、「
台
湾
の

方
々
か
ら
新
渡
戸
稲
造
や
八
田
與
一
な
ど
日

本
の
歴
史
を
教
え
ら
れ
た
。
日
本
の
こ
と
を

知
る
た
め
に
も
台
湾
か
ら
も
っ
と
学
ば
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
」
と
述
べ
、
許
世
楷
夫
妻
の

今
後
の
さ
ら
な
る
活
躍
に
期
待
を
示
し
た
。

次
に
花
束
贈
呈
が
行
わ
れ
、
許
代
表
に
は

小
川
英
子
・
在
日
台
湾
婦
女
会
会
長
か
ら
、

盧
夫
人
に
は
小
田
村
四
郎
・
本
会
会
長
か
ら

そ
れ
ぞ
れ
贈
ら
れ
た
。
ま
た
、
記
念
品
と
し

安
倍
前
首
相
ら
が
出
席
し
て

許
世
楷
代
表
ご
夫
妻
送
別
会

本
誌
編
集
部

杯を挙げる許世楷代表
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て
聖
書
が
贈
ら
れ
た
。

■

日
台
は
ま
す
ま
す
近
く

続
い
て
、
許
代
表
と
盧
夫
人
に
よ
る
謝
辞

が
述
べ
ら
れ
た
。

許
代
表
は
、
六
月
か
ら
小
松
と
宮
崎
か
ら

台
湾
に
定
期
便
が
就
航
し
、
台
湾
と
定
期
便

が
あ
る
日
本
の
空
港
が
十
カ
所
に
達
し
た
こ

と
を
紹
介
、
日
本
と
台
湾
が
ま
す
ま
す
近
く

な
っ
て
い
る
こ
と
を
強
調
し
た
。
ま
た
、
過

去
の
反
共
だ
け
で
一
致
し
て
い
た
日
台
関
係

か
ら
、
民
主
化
後
は
自
由
、
民
主
、
人
権
、

法
治
と
い
っ
た
社
会
的
価
値
観
を
共
有
で
き

る
関
係
に
成
長
し
た
こ
と
が
「
台
湾
と
日
本

の
人
の
考
え
方
を
近
づ
け
て
い
る
」
と
し
、

「
台
湾
が
独
裁
の
中
国
に
併
合
さ
れ
る
こ
と

が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
」
と
訴
え
た
。

盧
夫
人
は
「
私
た
ち
は
（
大
使
と
い
う
）

大
き
な
お
使
い
を
、
誠
実
、
知
性
、
デ
ィ
グ

ニ
テ
ィ
ー
（
尊
厳
）
を
持
っ
て
、
希
望
、
信

仰
、
愛
を
持
っ
て
務
め
て
き
た
」
と
述
べ
、

「
こ
れ
か
ら
も
微
力
で
あ
る
が
、
台
湾
と
日

本
の
絆
の
た
め
に
力
を
尽
く
し
て
い
き
た

い
」
と
語
っ
た
。

こ
の
後
、
服
部
禮
次
郎
・
交
流
協
会
会
長

に
よ
る
発
声
で
乾
杯
し
、
開
宴
後
、
会
場
で

は
、
許
代
表
と
盧
夫
人
の
日
本
で
台
湾
の
独

立
と
民
主
化
の
た
め
に
闘
っ
て
き
た
姿
を
映

像
に
ま
と
め
た
「
許
世
楷
代
表
ご
夫
妻
の
日

本
の
歩
み
」
が
放
映
さ
れ
た
。

宴
も
た
け
な
わ
と
な
っ
た
と
こ
ろ
で
、
盧

夫
人
が
代
表
を
務
め
、
代
表
処
職
員
夫
人
や

女
性
職
員
で
構
成
さ
れ
る
フ
ォ
ル
モ
サ
婦
人

会
が
舞
台
に
上
が
り
、
盧
夫
人
自
身
が
作
詞

し
た
「
我
相
信
」
ほ
か
台
湾
語
（
ホ
ー
ロ
ー

語
）
の
歌
四
曲
を
披
露
し
た
。

閉
会
の
辞
で
は
、
許
代
表
と
台
湾
独
立
運

動
を
通
じ
た
長
年
の
同
志
で
あ
る
黄
文
雄
・

拓
大
客
員
教
授
が
、
許
代
表
の
や
り
残
し
た

仕
事
と
し
て
正
式
国
交
の
樹
立
を
挙
げ
、
日

台
間
の
さ
ら
な
る
努
力
を
呼
び
か
け
た
。

最
後
に
、
藤
井
厳
喜
・
拓
大
客
員
教
授
が

「
台
湾
万
歳
！　

日
本
万
歳
！　

日
台
共
栄

万
歳
！
」
と
三
唱
し
、
離
任
後
に
帰
国
す
る

許
代
表
と
盧
夫
人
を
祝
福
し
た
。

櫻井よしこ氏と金美齢氏

詹徳薫氏、ジュディ・オング氏、阿川佐和子氏

中川昭一氏

ジュディ・オング氏と安倍前首相


